
PPIHグループの主な会社と事業領域

店舗ネットワーク

国内

海外

（2021年6月30日現在）

グループ総店舗数 667店舗

*1

*2

「New MEGAドン・キホーテ」は「MEGAドン・キホーテ」業態に、「ドン・キホーテUNY」は「MEGAドン・キホーテUNY」業態に、「エッセンス」「驚安堂」「エキドンキ」「ソラドンキ」
「情熱職人」は「ピカソ」業態に含まれます。
「BIG SAVE」などQSI, Inc. 運営店舗は「Times」業態に含まれます。

日本　583店舗

ドン・キホーテ 226

MEGAドン・キホーテ*1 139

MEGAドン・キホーテUNY*1 52

アピタ・ピアゴ 139

長崎屋 2

ピカソ*1 25

香港　7店舗
DON DON DONKI 7

タイ　2店舗
DON DON DONKI 2

シンガポール　8店舗
DON DON DONKI 8

マレーシア　1店舗
DON DON DONKI 1

台湾　1店舗
DON DON DONKI 1

ハワイ　28店舗
Don Quijote 3

MARUKAI 1

Times*2 24

カリフォルニア　37店舗
MARUKAI 4

TOKYO CENTRAL 6

Gelson's 27

PRRM： Pan Rim Retail
Management

PPRM： Pan Pacific Retail
Management

PPRM（Singapore）

PPRM（Hong Kong）

PPRM（Malaysia）

Macau PRRM

DONKI(Thailand）

Don Quijote USA

Taiwan PPRM

Gelson's Markets

MARUKAI HAWAII

QSI

MARUKAI CORPORATION

サンリフォーム

アセット・プロパティマネジメント

日本アセットマーケティング

カイバラボデジタル領域部門

広告プロモーション部門 リアリット

金融サービス

Pan Pacific Strategy
Institute

UCS
パン・パシフィック・
インターナショナル
フィナンシャルサービス

日本商業施設

PPRM
（Asia）

PPRM
（USA）

UDリテール 

長崎屋

橘百貨店 エアラインホテル

富士屋商事

マイサポート

サン総合メンテナンス

ドン・キホーテ

パン・パシフィック・インターナショナル・トレーディング

ユニー

国内リテール
部門ほか

海外リテール
部門

不動産部門
ほか

会社情報・株式情報 （2021年6月30日現在）

（2021年9月30日現在）

データセクション

50 Pan Pacific International Holdings
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会社の概況

株式・株主情報

株価騰落率推移

出来高推移

商号 設立年月日

資本金

決算期

従業員数

事業内容

本店所在地

株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス
（英文名： Pan Pacific International Holdings Corporation）

1980年9月5日

231億5千3百万円

6月末日

2,057名（連結：16,838名）

グループ会社株式保有によるグループ経営企画・管理、子会社の管理
業務受託、不動産管理など

〒153-0042
東京都目黒区青葉台二丁目19番10号
TEL. 03-5725-7532　FAX. 03-5725-7322

大株主株式の状況

※当社は2015年7月1日付で1株につき2株の株式分割、2019年9月1日付で1株につき4株の株式分割を実施し、株価については分割後の調整を反映しています。

* 2011年6月30日の終値を100としています。

* 持株数には、信託業務に係る株式数が含まれています。

※ 発行済株式の総数は、ストック・オプションの権利行使により
310,400株増加しております。
※株主総数は前期末に比較して5,718名増加しています。
※ 2019年9月1日付で普通株式1株につき4株の割合で株式分
割を行っています。

※自己株式（18,924株）は、個人その他に含まれています。 ※持株比率は自己株式（18,924株）を控除して計算しております。

株主名 持株数（株） 出資比率（%）

CREDIT SUISSE AG HONG KONG TRUST A/C 
CLIENTS FOR DQ WINDMOLEN B. V. 134,028,000 21.13

株式会社ファミリーマート 69,438,284 10.95

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）* 39,513,700 6.23

株式会社安隆商事 33,120,000 5.22

株式会社日本カストディ銀行（信託口）* 26,847,700 4.23

公益財団法人安田奨学財団 14,400,000 2.27

JP MORGAN CHASE BANK 385632 10,874,437 1.71

GIC PRIVATE LIMITED - C 7,739,200 1.22

STATE  STREET  BANK  WEST  CLIENT - 
TREATY 505234 7,567,536 1.19

GOVERNMENT OF NORWAY 7,074,295 1.12

発行可能株式総数 1,872,000,000株

発行済株式の総数 634,239,440株

自己株式の総数 18,924株

株主総数 15,664名

金融機関・
金融商品
取引業者
20.42%
（99名）

個人その他
1.58%
（14,627名）

その他法人
18.61%
（131名）

外国法人等
59.39%
（807名）

所有者別
株式分布

パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス（%）

0

100

200

300

400

500

800

600

700

日経平均（%）

出来高（株）

2011/6

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0 2012 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 20212013

51統合レポート2021

PPIHグループの企業理念

PPIHグループの
コアバリュー「源流」

顧客最優先主義

創業者である安田隆夫の考えと思いが
明文化された企業理念集「源流」。

PPIHグループの全従業員と役員が
受け継ぐべき行動指針であり、
私たちの矜持と存在理由そのものです。

第一条
高い志とモラルに裏づけられた、無私で真正直な商売に徹する

第二条
いつの時代も、ワクワク・ドキドキする、驚安商品がある買い場を構築する

第三条
現場に大胆な権限委譲をはかり、常に適材適所を見直す

第四条
変化対応と創造的破壊を是とし、安定志向と予定調和を排する

第五条
果敢な挑戦の手を緩めず、かつ現実を直視した速やかな撤退を恐れない

第六条
浮利を追わず、中核となる得意事業をとことん突き詰める

企業原理

経営理念

ドン・キホーテを始祖とするPPIHは、流通業を通じて顧客に喜びと感動を与え、
社会に貢献することを目的とした国際的企業集団である。
我々は常に顧客が望むものを望む形で提供することによって、
顧客満足を最大化させ、その結果として消費の活性化と内需の拡大を促し、
地域と国家の文化・経済発展に資する努力を惜しまない。（源流より）

源流経営

安田 隆夫

創業会長 兼
最高顧問
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PPIHグループとは

企業価値創造の歩み

環境認識

価値創造プロセス

中長期経営計画 Passion 2030

価値創造ストーリー／ポートフォリオ経営

PPIHグループのサステナビリティ体系

事業活動で生じる環境負荷の低減

多様性の容認と働きがいの向上

顧客最優先主義の店づくり・商品づくり

コーポレートガバナンス体制の強化

財務・非財務サマリー

会社情報・株式情報

価値創造ストーリー／
特集「New GMS戦略」

海外戦略

国内戦略

財務戦略

トップメッセージ

編集方針
PPIHグループは、いかなる環境の下でも
「源流」に則った自己変革を実践し、顧
客最優先主義を貫き成長し続ける国際的
企業集団です。投資家・株主さまをはじめ
とするステークホルダーの皆さまに、当社
の「環太平洋地域での発展」に向けた長
期持続的な企業価値拡大の実現プロセス
とその可能性をご理解いただくことを目的
に「統合レポート2021」を発行しました。
これからはコロナ禍後のニューノーマルを
勝ち抜くポートフォリオ経営でビジネスモデ
ルを一層進化させ、持続的な成長と企業
価値向上を支える基盤を強化していく方針
です。今回の統合レポートでは、国際統合
報告評議会（IIRC）の開示フレームワー
クを参照し、「戦略及びビジネスモデルの
持続性と将来像」をお伝えするために「ス
トーリー性」の強化に力点を置き企画構
成をいたしました。また編集にあたっては、
重要度の高い内容にフォーカスし、分かり
やすい構成をめざしました。

見通しに関する注意事項
本レポートには、当社および関係会社の
将来についての計画や戦略、業績に関す
る予想および見通しの記述が含まれていま
す。これらの記述は過去の事実ではなく当
社が現時点で把握可能な情報から判断し
た仮定および所信に基づく見込みです。ま
た、経済動向や個人消費、市場需要、税
制や諸制度に関わるリスクや不確実性を含
んでいます。それゆえ実際の業績は当社の
見込みとは異なる可能性のあることをご承
知おきください。

ページナビゲーション

対象範囲
可能な限り連結決算対象の国内外PPIHグ
ループ各社を報告対象としましたが、項目
により、報告対象が異なる場合があります。

対象期間
2020年7月1日～2021年6月30日
活動報告には一部直近の内容も含みます。

About PPIHグループ

PPIHグループの価値創造

PPIHグループのサステナビリティ

データセクション

トップコミットメント

PPIHグループが、突き詰めるべき姿勢

●  WEBでより詳細な情報をご紹介し
ている箇所については上記QRコー
ドを掲載しています。

●  スマホのカメラアプリで、QRコード
を「かざして」いただくとWEBペー
ジに移動することができます。
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